






4.考察ならびに要約 

ピル服用中止後の早期の 1～3 ヵ月は,月経周期は不順となり,卵胞期が延長するものが多

い。したがって,ピル服用中止後の妊娠は,変性卵の受精など異常内分泌環境下における妊

娠の可能性があり,児の異常や奇形の出現が懸念される。ピル服用中止後に妊娠が成立し,

今回分娩に至った 281 例と年齢ならびに経産回数をマッチさせた同数の対照につき,ピル

服用と胎児障害の関連に関して分析を行なった。その結果,比較的長期の 12 ヵ月以上ピル

を服用した婦人からの新生児に,巨大児出生が多くなる傾向がみられた。また,ピル服用中

止から妊娠成立までが 3ヵ月以内では,新生児の奇形率が高くなったが,対照群の奇形率が

やや低く,また期間不明群が 63 例もあったから,中止後早期に妊娠した婦人の児の寄形率

が高いと結論をくだすことはできなかった。これら以外の胎児障害や妊娠維持に対してピ

ルの服用.服用期間,服用中止から妊娠までの期が影響を及ぼすことを示唆する成績はえら

れなかった。 

性ステロイドの含有量が大であるピルは,小用量のピルと比較して投与中止後の性機能の

回復が遅れることが知られている 2)したがってピルの種類による胎児への影響が問題と

なる。しかしながら,今回の調査研究では使用されたピルは 10 種類で,大用量の経口避妊薬

の使用例もかなりあったが,不明例が 176 例,62.6%と多く,この点は今回は分析できなかっ

た。 


